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安全上の注意事項

本書の表示記号について

データの損失や装置の損傷を招くおそれのある操作ミスへの
警告を示します。

データコレクタを操作するうえで役立つ情報やヒントを示しま
す。

使用目的
-	 本測定器は、工業環境における機械信号の測定にのみ使用する

ことができ、また使用に際しては測定器の仕様を考慮に入れる
ことが必要です。

-	 トランスデューサおよびケーブルは、それぞれの製品カタログ
に記載され定められている使用目的にのみ使用することができ
ます。

上記以外の目的での使用についてはすべて使用目的以外の使用と
見なし、これを禁じます。装置を不適切に使用した場合や許容され
た目的以外に使用した場合、および本書の記載事項に従わなかっ
た場合、PRÜFTECHNIKによる保証は無効となります。

注意！

参照

安全
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安全

基本的な安全注意事項
測定器の使用を開始する前に以下に示した項目を注意して読み、
理解するようにしてください。

•	 回転部品が外部に露出している機械で測定を行う際は、ブラケ
ットやケーブルが回転部品に巻き込まれないよう注意してくだ
さい。怪我をするおそれがあります！

•	 測定器を使用する際は、測定器に損傷がなく、水や汚れが付着
していないことを必ず確認してください。

•	 操作およびメンテナンスについては、適切なトレーニングを受
けた人物のみがこれを行うものとします。

•	 測定器の修理については、PRÜFTECHNIKにより承認を受けた
サービス技術者のみがこれを行うものとします。

•	 純正の交換部品およびアクセサリ以外は使用しないでくださ
い。

•	 電気装置を使用する際は、正しく機能し、定期的にメンテナンス
が行われている装置のみを使用してください。プラグの割れや
ソケットのゆるみなどの不具合はすぐに修理してください。ケー
ブルが損傷した場合は、資格を有するサービス技術者によりケ
ーブルを交換してください。

•	 測定器の設計や作動安全性に影響を与えるような変更は一切
これを禁じます。

環境から受ける影響
•	 無線を使用する携帯機器が近くで作動していると干渉し、測定

器が正しく機能しないおそれがあります。問題があると疑われる
場合は、測定器とトランスデューサを接続するケーブルを点検し
てください。

•	 測定器、トランスデューサ、ケーブルを、「技術データシート」に記
載した許容範囲を超える環境条件にさらさないでください。

•	 コネクタソケットを使用していない時は、汚れの侵入を防ぐた
め、ソケットに保護キャップをかぶせたままにしておいてくださ
い。
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装置の説明

装置の説明

概要

3

LED表示:
- アラーム状態
- 測定エラー
- 電池残量

5
アナログ信号用測定チャン
ネルA/B、充電用ソケット

6
温度（熱電対タイプK用イン
ターフェース）

7

デジタル入力/アナログ出力:
- トリガ/RPMセンサ
- RS 232を介したデータ送信
- ヘッドホン/オシロスコープ
- ストロボスコープ制御

8
イーサネット/USBを介し
た通信

1
フルカラー表示。大きな画面、バ

ックライト式、ハイコントラスト。

2
光センサがキーパッドのイルミ
ネーションを自動制御。

4
キーパッドは簡単に親指
で操作が可能。

3 41 2

75 6 8
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キーパッド

装置の説明

1
プラス（+）/マイナス（-）キー
- X軸ズーム
- タブの変更

2
Fキーでタブ、クイックメニ
ュー、検索などの特別機能
を起動。

3
矢印キーとEnterキー

4
MENUキーでコンテキストに
応じた機能メニューの表示。

5
電源キーでVIBXPERTの電源
オンオフおよび再起動。

6
HELPキーでコンテキストに
応じたヘルプ画面の表示。

7
ESCキーは操作のキャンセ
ルおよび前の画面に戻る
際に使用。初期画面で押す
と、VIBXPERTの電源を切り
ます。

2

3

46

7

5

1
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LED表示

点滅中のLEDがそれ以外のLEDに優先します。
例:
信号が過負荷でアラームレベルを超えた場合 => 赤のLEDが点滅
信号が不安定でアラームレベルを超えた場合 => 黄のLEDが点滅

LED	 赤	 黄	 緑	 青

 点灯	 アラーム	 警告	 事前警告	 測定OK

ゆっくり	 信号	 信号	 画面電源オフ/	 電池残量が

点滅	 過負荷	 不安定	 測定が不完全	 ほぼゼロ

すばやく	 電池残量がゼロ		  トリガ信号

点滅	 (電源オン時）	

測定中のステータス表示

充電中の電池ステータス

LED	 赤	 黄	 緑	 青

 

点灯	 エラー	 充電中	 充電完了	 ---

装置の説明

青	 緑	 黄	 赤
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電源
VIBXPERTにはリチウムイオン充電池から電源が供給されます。画
面上に表示される電池のアイコンが電池の充電残量を示します。

充電器に同梱されている安全上の注意事項を守ってください。

VIBXPERTの充電器をチャンネルAまたはB
に接続します。

装置の説明

注意！

電池が切れそうになると画面にメッセージが表示され、青いLEDが
点滅します。充電は電池を装置に取り付けた状態で、またはオプシ
ョンの充電ステーション（VIB 5.324）を使って行います。VIBXPERT
の充電器（VIB 5.320またはVIB 5.321）を接続して充電します。

電池のアイコン
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PCとの接続
直接接続

シリアル

装置の説明

ネットワーク経由で接続

USB

パッチ

VIB 5.330SUSB

緑

黄
VIB 5.430-2

RS232

Hub

VIB 5.331

RJ45

LAN

VIB 5.331

VIB 5.331-CR
RJ45

イーサネット
VIB 5.331

パッチ
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装置の説明

レポートの作成
VIBXPERTでは以下のタイプのレポートを作成できます。

スクリーンショット: 現在画面に表示されている内容から成ります。
測定レポート: 測定結果とオペレータ情報/測定情報から成ります。
ルート/テンプレートレポート: 測定結果と、ルート/テンプレートの閾
値を超過した場合はこれら値、および測定タスクについての一般的
なデータから成ります。

レポートはUSBプリンタから直接、またはPDFファイルとして印刷で
きます。ソフトウェアツール VIBXPERT utilityを使えば、PDFファイル
をPCへコピーし、そこから印刷ができます。

測定器での測定レポートの設定、PDFプリンタの選択、PDFファ
イルのPCへの転送の詳細については、VIBXPERTの取扱説明書

（LIT 53.201.EN）を参照してください。
参照

プリンタとの接続

VIB 5.330MUSB

USB（マスタ）
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操作

基本機能

操作

操作をキャンセルし、現在の画面
を閉じます。

•	スタート画面でのみ:
	 測定器の電源を切ります。

VIBXPERTの電源オン/オフ、リセ
ットを行います。

電源を入れる:
•	 キーを2秒間押し続けます。
•	 約30秒後、スタート画面が表示され

ます。

電源を切る:
•	 キーを2秒間押し続けます。
•	 電源を切るか確認メッセージが表示

されたら、「はい」で確認します。

リセット:
•	 キーを5秒間押し続けると測定器の

電源が切れ、再起動します。

選択を決定します。 •	 Enterキーを押します。

メニューを開きます。

現在作動しているプログラムセクショ
ンの機能がメニューに表示されます。

カーソルを移動します。 •	 移動したい方向のキーを押します。
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例1: フィールドのいずれかで設定を変更
代表的な操作手順例

操作: 例

新しい設定を保存します。

編集モードが終了し、再びカーソルが
画面全体を移動できるようになります。

新しい設定を選択します。

選択すると点線の枠が表示されます。

選択を決定し、編集モードを開
始します。

グレーのフレーム（編集モード）

変更したいフィールドを選択し
ます。

黒いフレーム
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例3: 数字の入力（時間、日付、IPアドレスなど）

操作: 例

例2: ツリー表示内の操作（ファイルマネージャなど）

ツリーの同じ階層内でノードを
選択します。

親ノードを開いて子ノードを表
示させます。

変更を確認し、
編集モードを終了します。

値を増減して変更します。

値を増減して変更します。

変更したいフィールドを選択し
ます。

編集モードを開始します。

次の値を選択します。
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例4: 文字の入力（名前、コメントなど）

参照

操作: 例

0.1	 文字表の変更

0.2	 文字の削除
-	 カーソルをテキストフィールドに移

動します。
-	 バックスペースキーを押してカーソ

ルの左側の文字を削除します。

最後にテキストを保存します。

選択した文字を決定し、次の文
字を入力します。 U|

入力したい文字を選択します。
•	文字表の変更 -> 0.1
•	文字の削除 -> 0.2
•	特殊文字（「,」、「+」、「/」）はファイ

ル名に使用できません。

バックスペース（BS）キー
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オフルート測定（「マルチモード」）

操作: 測定

VIBXPERTの電源を入れます。 •	「基本機能」の項を参照。

「マルチモード」を起動します。

測定を開始します。
•	センサ検出機能を選択している場

合、センサが接続されているかチェッ
クします。

•	測定中に緑のLEDが点滅: トリガOK

•	測定後に青のLEDが点灯: 測定OK

•	ライブモード: 測定が開始したら
Enterキーを押し続けます。

•	測定を繰り返し実行 -> 1.4

Overall values（全体）、Signals（
信号）、Advanced（高度な測定）
からタブを選択します。

•	測定タスクの変更 -> 1.1
•	新規タスク/タスクの編集 -> 1.2
•	センサの接続 -> 1.3

測定アイコンを選択します。
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操作: 測定

参照
1.1 測定タスクの変更

1.2 新規タスク/タスクの編集

1.3 センサと測定チャンネルが情報
フィールドに表示されます。

1.4 測定を繰り返し実行
	 安全上の注意が表示されたら、

「Enter」を2回押します。

結果を保存します。

B A
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ルート測定

操作: 測定

VIBXPERTの電源を入
れます。

•	「基本機能」の項を参照。

「ルート」モードを起動
します。

ルートを選択します。

•	前提条件: ルートにVIBCODEロケーシ
ョンが含まれていないこと。

測定ロケーションを選択し
ます。

•	表示モードの変更: ツリーまたはリスト 
-> 2.1

•	ツリー表示に測定ロケーションが表示
されない場合 -> 2.2

•	ルートエレメントのスキップ -> 2.3

測定アイコンを選択します。

•	まず基本測定を実行する必要があり
ます。

•	タスクのスキップ -> 2.3
•	センサの接続 -> 1.3（17ページ）
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操作: 測定

参照

測定を開始します。

•	同じセンサを使った測定タスクが自
動的に順次実行されます。

•	「自動保存」を選択している場合は
（-> 2.4）、結果が自動的に保存され
ます。

•	すべての測定が完了すると、「ルート
が終了しました」が表示されます。

2.1	 ルートの表示モード

2.2	 ツリー表示に測定 
ロケーションを表示

2.3	 エレメントのスキップ 
(終了済みとなります）

2.4	 自動保存
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機械テンプレートを使った測定

操作: 測定

Aでは:
機械データを保存します。

「機械テンプレート」モードを
起動します。

A:
「詳細」を選択し、必要な機械
データを入力します。

または、

B:
あらかじめ設定された機械名
を「OK」で確認します。

または、

C:
テキストエディタで機械名を
変更します。

VIBXPERTの電源を入れます。 •	「基本機能」の項を参照。

機械テンプレートを選択
します。

•	すでに測定が実行されたことのある
機械は、対応するテンプレートに割
り当てられています。
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操作: 測定

測定を開始します。 •	「ルート測定」の項を参照。

測定アイコンを選択し
ます。

•	「ルート測定」の項を参照。

•	センサの接続 -> 1.3（17ページ）

測定ロケーションを選
択します。

機械テンプレートはルートと同じよう
な構造になっており、操作方法やワ
ークフローもルートの場合とほぼ同
じです。
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VIBCODEを使ったルート測定

操作: 測定

VIBXPERTの電源を入れ
ます。

•	「基本機能」の項を参照。

「ルート」モードを起動
します。

トランスデューサ VIBCODE
をVIBCODE測定ロケーショ
ンに接続します。

•	ルートでロケーションが見つかる
と、自動的に測定が開始します。

•	測定ロケーションがVIBCODEプー
ル内にある場合: 最初の測定は自動
的に開始しますが、それ以降の測定
はすべて「Enter」キーを押して手動
で開始してください。

ルートを選択します。
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